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海洋性エ タン資化性菌の諸性質とその初発酸化酵素遺伝子
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　メタン資化性菌の MMO （Methane　Monooxygenase）に は銅濃度が限られた条件下 で発現 する sMMO 型と銅を活

性中心とするpMMO 型が知られ ている 。 海洋性 エ タ ン資化性菌ET−HIRO株、　 ET −SHO 株は 2つ の pMMO 型の 遺伝

子 を有し、 16S　rRNA の 系統解析か らは 、 メタ ン資化性菌以外報告の なしiMethylococcaceae 科に属すこ とが見出

されて い る 。 ただ 、 そ の 2つ の pMMO 遺伝子に つ い て は、工 タン酸化との関係が明確 にされて い な い。そ こ

で 、 基質等の 条件変化によるそれら遺伝子の発現 と、培地中銅濃度と墓質の条件変化によ る生育試験 か ら当

菌 株の pMMO 類似酵素とエ タン 酸化の 関係を明 らか に す る こ とを目的 と した 。
エ タ ン 、
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トリウムを基 質と して両菌株を生育させ RT −PCR 法による転写解析を行 っ た と こ ろ、 全 て の 基質で ρmo 　cluster

llの 発現が確認 された 。 また、　 ET−HIRO株を短鎖アル カ ン とその他の 基質 で生育 させ同様 に転写解析を行 っ

たとこ ろ、全ての基質でρmo 　cluster 　11の発現が確認 された 。 また 、 全て の 基質で ρmo 　cluster 　lの発現は確認

で きなか っ た。こ の 結果から、ρmo 　cluster　Iは こ れ ら基質 の 酸化には関与 して い ない こ とが示唆された。　 ET−

HIRO株の 培地中銅濃度 と基質の条件変化に よる生育試験では 、
工 タ ン とイソ ブタ ン の 基質で 銅濃度が低い

と生育が阻害され、ピル ビン酸では濃度に依存 な く生育 す る こ とがわか っ た。こ の 結果から、ET −HIRO 株の

ρmo 　cluster　 IIは構成的に発現 してお り、 アル カ ン酸化に関与 して い る こ とが示唆された。
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伝子の 解析
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　 【目的】Ralstonia　pickettii　DTPO602 株は 2，4，6一トリク ロ ロ フ ェ ノー
ル （2，4，6−TCP）を完全 分解するが、3一オ

キソアジ ピ ン酸 （3−OAA ）を経て TCA サイクル へ 代謝する こ とが分か っ て い る 。 尺 ρ’σke価 DTPO602 の ゲノ ム

解析 の 結果か ら、ゲ ノム の 3ヶ 所 に 3−OAA を代謝する 遺伝子 （hadEF）が存在 して い る こ とが明らか とな っ て

い る 。 今回の 研究で は こ れ ら3遺伝子が主に何の分解に関与して い る遺伝子 な の か を各破壊株を用い て 予想

し た 。

　 【方法 ・結果】R．ρickettii　DTPO602 の 目的で述 べ た各遺伝 子 の 破壊はpK18mobSacB を用い、抗生物質耐性

遺 伝子 を挿入す る こ とに よ っ て 取得 した。こ れらの 破壊株を芳香族化合物 の 資化性 を調 べ て み た と こ ろ、

2，4，6−TCPは プラス ミ ド上に存在するhadE3F3の関与が予想された 。

一方、染色俶 ，2に存在するhadEfFf、

hadE2F2 も別の 芳香族化合物の 分解に 関わ っ て い る ことが予 想 された 。 2，4 ，6−TCP 分解遺伝子hadRXABC 、

hadSYD 　hadEF が染 色体2の 比較的近い位置に存在 して い たが、そ の 位置 関係が分解性 と関係 しない こ とが予

想 された 。
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